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内

容

概  要 

通信インフラを介さずに動き回る通信端末間でネットワークを構成するモ

バイル・アドホック・ネットワーク技術を用いて，地震災害発生時に必要とな

る要救助者の情報や，避難所までのナビゲーション情報など，様々な情報共有

を実現する技術です．消費電力を抑えて効率よく通信するためのネットワーク

技術の開発や，蟻の採餌行動を模倣したアント・コロニー・システム技術を利

用したリアルタイム避難経路地図作成システムを開発しています． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

専用システムを展開するのではなく，避難者が持っている通信端末をモバイ

ル・センサとすることで，即時的な情報収集・共有を可能とします．

また，開発した通信プロトコルを用いることで，消費電力を抑えた効率的な

通信が可能となります． 

本技術の 

有用性 

モバイル・センサによる情報収集・共有手法は，無線センサネットワークや，

自動車間での情報共有などにも適用できます． 
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